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岡谷小学校のあり方検討委員会 委員意見 

平成 26年 6月 11日現在（委員 19人中 19人提出） 

【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

①Ａ案、Ｃ案共に概算事業費が３０億円以上となり、市の財政にとって大

きな負担となる。岡谷小だけにこれだけの事業費をかけることに対する一

般市民（他校の保護者）の理解が得られるかどうか疑問である。 

仮に、３０億円をかけて軟弱盛土改良や地滑り対策をしても、１００％

安全であるという保証はなく、想定外の大規模自然災害に対しては無力に

近いのではないかと思われる。 

文科省の「小学校施設整備指針」の「校地環境」では、①「地滑り、が

け崩れ、陥没、泥流等の自然災害に対し安全であることが重要である」、②

「建物、屋外運動施設等を安全に設定できる地質及び地盤であること」、③

「危険な高低差などがない安全な地形であることが重要である。また、敷

地を造成する場合は、できるだけ自然の地形を生かし、過大な造成を避け

ることが望ましい」とあり、今回の事業内容と相反する面が多い。 

現地存続の場合でも、長期にわたる「分散」は避けて通れず、校舎改築

後を含めると２度にわたって移転が行われることになり、教職員、児童、

保護者にとって身体的・精神的負担が大きい。 

将来的には、急激な人口減尐や尐子化による児童数の大幅な減尐が予測

されており、仮に現地存続をしたとしても、２０年後、３０年後の岡谷小

は単級規模（学年１学級）の学校となり、正規教員数の大幅な減、加配教

員の削減等が見込まれ、教育面におけるサービス低下は避けられない。ま

た、「活力ある学校づくり」や「伝統ある教育」の存続も危惧される。 

岡谷小を現地に残したいという保護者や地域の皆さんのお気持ちは十分

に理解できるが、将来を展望した場合には「現地存続」という方向には厳

しいものがあるというのが個人的な結論である。 

 

①Ａ案、Ｃ案共に概算事業費３０億円以上、市の財政に大き

な負担となり、一般市民（他校の保護者）の理解が得られる

か疑問。対策をしても、１００％安全という保証はなく、想

定外の大規模自然災害に対しては無力に近いのではないか。 

 現地存続の場合でも、長期にわたる「分散」は避けて通れ

ず、２度にわたって移転が行われることは教職員、児童、保

護者にとって身体的・精神的負担が大きい。将来的に児童数

の大幅な減尐が予測され、現地存続をしても、２０年後、３

０年後の岡谷小は単級規模（学年１学級）の学校となり、教

育面におけるサービス低下は避けられない。「活力ある学校づ

くり」や「伝統ある教育」の存続も危惧される。 

将来を展望した場合には「現地存続」という方向には厳し

いものがあるというのが個人的な結論。 
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

②岡谷小学校の魅力は、なんと言っても“自然環境”だと思います。です

から、今の岡谷小学校（＝自然豊かな環境のよい岡谷小学校）で、この自

然環境を破壊することなく、しかも子どもたちが安全に通学できる対策と

してはＡ案が最も望ましいと感じますが、お金と時間を考えると難しいと

思います。 

 

③校舎周辺の地形が急峻なこと、校舎に通じる道路の安全性が十分でない

ことなど、将来にわたって安全な教育をすることの保証が出来ない。 

急傾斜崩壊危険区域、土砂災害防止法急傾斜特別警戒区域などにかかる

区域の改変が生じ指導する立場の市が改変することは好ましくない。 

地盤改良に要する費用は，国の補助対象にならないことから市の費用が

かさむ。安全性を確保する方策をとっても，校舎を横切っている活断層が

動けば被害は甚大。造成工事や校舎の建設工事が長期にわたり、周辺の住

居環境に与える影響が大きい。 

 

④種々の案が提案されているが、次の観点が重要であると考える。 

(1)現地は県から自然災害危険区域に指定されていることからの子どもの

安全性。 

(2)自然環境保持を最優先するべきである。 この観点から、 

 Ｂ案：「多尐の危険は容認」では、危険性があるとする現状と同じであり

容認不可。 

 Ｄ案：同上。 

 Ｃ案：現状の自然環境の破壊が危惧されるので容認不可。 

 Ａ案：容認可能。ただし、市理事者と市議会の説得必要。 

 

 

②岡谷小学校の魅力は、“自然環境”だと思う。自然と安全な

通学を考えるとＡ案が最も望ましいと感じるが、お金と時間

を考えると難しいと思う。 

  

 

 

③校舎周辺の地形が急峻、通じる道路の安全性が十分でない

など、将来にわたって安全な教育をすることの保証が出来な

い。急傾斜崩壊危険区域、土砂災害防止法急傾斜特別警戒区

域の改変は好ましくない。安全性を確保する方策をとっても，

校舎を横切っている活断層が動けば被害は甚大。造成工事や

校舎の建設工事が長期にわたり、周辺の住居環境に与える影

響が大きい。 

 

 

④自然災害危険区域に指定されていることからの子どもの安

全性と自然環境保持を最優先するべき。この観点からＢ、Ｃ、

Ｄ案は容認不可、Ａ案は容認可能、ただし、市理事者と市議

会の説得必要。 
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

⑤現地存続分科会のＣ案を強く支持する。現在の標高８４０ｍを８３０ｍ

に下げ、今回の調査結果による、危険軟弱盛土を撤去し、新しく学校を建

て直す。同時にこの敷地の地下水位が８３０ｍより上にあるため、地下水

の排水が完全にできる。雤水対策工事と共に、今後予想されるゲリラ豪雤

対策にもなり、上水・養殖の水等地下水利用もできる。 

 さらに軟弱盛土が、震度５強～震度７までの地震により土砂崩落の可能

性がある（防災科学研究所井口博士の見解）ため、直下住民（岡谷区２４

世帯、間下区５０世帯）の防災対策にもなる。（東日本大震災では１７９ヶ

所の盛土造成地が大きな崩落をしている） 

 恵まれた自然環境ではあるが、現状がアカシヤなど大木になり過ぎ、倒

木の危険、落ち葉、花粉等の弊害があるため、災害避難道路を岡谷口から

作ることにより、道路の上下に桜・紅葉・クヌギ等保水力、枝張りに適し

た樹木を栽培し新しく自然環境を創造する。 

 残土処理は、岡谷区区有林、しだれ栗上樋沢地籍に搬出、栗を植栽し辰

野町と共同で新しく栗パークの名所地とする。 

 工事期間中の仮設校舎は、例えば駅前ララ岡谷の２階を使用、校庭は５

階を改修し、駅南に仮設体育館を設置する等の案も考えられる。どうして

もなければ一時分散も。 

 工事費用は見積金額２８億円（地盤改良＋校舎新築）掛かるが補助金等

を差し引き、実行金額は１６or１７億になると思われる。様々な工夫で可

能な数字と思う。 

  

⑥Ａ～Ｄ案の中ではＡ案となります。しかし、Ａ案でも大いに不安です。

災害は、技術の安全率を超えて起きています。現状にとらわれるのでなく、

児童と地域に対しての安全対策を最優先すべきです。 

 

⑤Ｃ案を強く支持する。現在の標高８４０ｍを８３０ｍに下

げ、危険軟弱盛土を撤去、新しく学校を建て直す。同時に地

下水の排水が完全にできる。今後予想されるゲリラ豪雤対策

にもなり、上水・養殖の水等地下水利用もできる。 

 さらに軟弱盛土が、震度５強～震度７までの地震により土

砂崩落の可能性があるため、直下住民の防災対策にもなる。 

現状がアカシヤなど大木になり過ぎ、倒木の危険、花粉等

の弊害があるため、岡谷口から作る災害避難道路の上下に

桜・紅葉・クヌギ等保水力、枝張りに適した樹木を栽培し、

新しく自然環境を創造する。 

 残土処理は、岡谷区区有林（樋沢地籍）に搬出、栗を植栽

し、辰野町と共同で新しく栗パークの名所地とする。 

 工事期間中の仮設校舎は、例えば駅前ララ岡谷の２階を使

用、校庭は５階を改修、駅南に仮設体育館を設置する等の案

も考えられる。どうしてもなければ一時分散も。 

 工事費用は見積金額２８億円（地盤改良＋校舎新築）掛か

るが補助金等を差し引き様々な工夫で可能な数字と思う。 

 

 

 

 

 

⑥Ａ～Ｄ案の中ではＡ案。しかし、Ａ案でも大いに不安。災

害は、技術の安全率を超えて起きている。現状にとらわれる

のでなく、児童と地域に対しての安全対策を最優先すべき。 
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

⑦現地を視察した時点で、すでに部分的な補修が進められてはいましたが、

あの惨状を見て、「耐震補強を」という状況ではないこと、子どもの安全を

考えたとき、この場所で教育を受けさせることは非常に危険だということ

を実感しました。さらに、何度となく繰り返してきましたが、唯一車両が

通行のできる「出の洞沢」は、市内でも一番危険な沢と思われる場所で、

何か事が起きたときには、一番に道路が塞がれ、緊急車両の進入も不可能

となります。現地存続は、もちろん一番に望むところですが、子どもの安

全を第一に考えれば、現在まで何事もなく過ぎてきたことが不思議なくら

いです。 

 現地存続の分科会で検討されている、「盛土部分を撤去」の話があります

が、この膨大な土を持ち込む場所がどのような地形か不明ですが、持ち込

み先で土砂の流出など新たな災害の発生が危惧されます。この件で話は逸

れますが、最近ソーラーパネルの設置が各地で盛んです。ある場所で森林

約一万坪を除伐しパネルを設置する話があります。森林によって守られて

きた山が、大規模な伐採により、「豪雤」にまではいかない雤でも、一気に

土石流が発生し甚大な被害が予想されます。 

 大量の土砂を持ち込み、他の地域を危険にさらすことのないよう望みま

す。 

 また、現地存続となった場合、何年か先に再び呼び戻され、今回、辛い

思いで離れ離れになる児童と、同じ思いをする児童が出ることは是非避け

たいものだと思っています。 

 

⑧現在地に岡谷小学校を残したいという強い思いがある。ただし、現在地

での存続には、多くの時間と費用がかかるため、岡谷市民と議会の理解が

得られるか疑問である。 

 

⑦現地は「耐震補強」という状況ではないこと、子どもの安

全を考えたとき、この場所で教育を受けさせることは非常に

危険ということを実感した。さらに、唯一車両が通行できる

「出の洞沢」は、市内でも一番危険な沢と思われる場所、何

か事が起きたときには、緊急車両の進入も不可能。現地存続

は一番に望むところですが、子どもの安全を第一に考えれば、

現在まで何事もなく過ぎてきたことが不思議なくらい。 

現地存続となった場合、何年か先に再び呼び戻され、今回、

辛い思いで離れ離れになる児童と、同じ思いをする児童が出

ることは是非避けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧現在地に岡谷小学校を残したいという強い思いがある。た

だし、現在地での存続には、多くの時間と費用がかかるため、

岡谷市民と議会の理解が得られるか疑問である。 
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

⑨地震や集中豪雤などの自然災害を経験し、設計基準は時代に即して見直

しがされてきた。こうしたことも踏まえると、今この時に、現地に存続を

したとしても、いずれくるかもしれない自然災害に対して安全を確保する

ことは困難であると考える。 

多額の費用と時間をかけたとしても、何十年も使えるものにはなり得な

いし、子どもの安全を考えると現地での存続は適当ではないと考える。 

岡谷小学校に対する想いは理解できるが、現地の状況、子どもの安全を

考慮するとやむを得ない。 

 

⑩Ａ案では、周辺の景観との調和、景観形成が×となっているが、植林な

どで回復可能ではないか？また、東側斜面では伸びすぎ倒木の危険のある

ニセアカシアなどの処分も同時に可能になる。 

Ｂ案では、校舎背後及び急傾斜警戒区域の対策は入っていないが、問題

とされる軟弱地盤及び耐震化を行った後に、そちらの対策に手を付けてい

けばよいのではないのか。  

Ｃ案では、敷地の高低差が言われているが、諏訪市湖南小、城北小等敷

地内に高低差のある学校は多数ある。土砂の搬出先が問題か・・・。Ｒ２

０バイパス工事には使えないのか・・・。 

Ｄ案では軟弱地盤がそのまま残ってしまう。 

 

⑪現地存続を考えるうえで一番大切にしたいことは、その方法によって、

子ども達が日々過ごす学校として本当に相応しい形になるのか、子どもの

安全が確保できるかということではないか。 

 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの各案に関して、工事自体の難しさを差し置いても、子

ども達は一旦、どこかに移らないといけない。何年も別の場所で過ごす状

況は避けるべきであり、その結果、配置や規模など学校としての環境が損

⑨現地に存続をしたとしても、いずれくるかもしれない自然

災害に対して安全を確保することは困難と考える。多額の費

用と時間をかけも、何十年も使えるものにはなり得えず、子

どもの安全を考えると現地での存続は適当ではないと考え

る。岡谷小学校に対する想いは理解できるが、現地の状況、

子どもの安全を考慮するとやむを得ない。 

 

 

 

⑩Ａ案では、周辺の景観との調和は、植林などで回復可能で、

危険のあるニセアカシアなどの処分も同時に可能になる。 

Ｂ案では、校舎背後及び急傾斜警戒区域の対策を軟弱地盤

及び耐震化を行った後に手を付けていけばよいのでは。 

Ｃ案では、敷地内に高低差のある学校は多数ある。土砂の

搬出先が問題か。 

 Ｄ案では軟弱地盤がそのまま残ってしまう。 

 

 

 

 

⑪一番大切にしたいことは、子ども達が日々過ごす学校とし

て本当に相応しい形になるのか、子どもの安全が確保できる

かということ。各案に関して、工事自体の難しさを差し置い

ても、子ども達は一旦、どこかに移らないといけない。何年

も別の場所で過ごす状況は避けるべき。結果、配置や規模な

ど学校としての環境が損なわれ、また、多尐の危険を許容し
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

なわれる方法、また、多尐の危険を許容しても良いという方法は選択でき

ないので、現実的な面からすれば、どの案も難しいと言える。 

 

⑫現岡谷小学校の校区の住民の方々が強い存続希望を持たれていること

は、十分に理解できる。歴史ある校歴と、景観に優れ周囲を森林に囲まれ

た環境は地域住民の誇りであることは、この間のあり方委員会を通じて理

解できた。 

 しかしながら、現在の岡谷小学校の敷地が急傾斜地に囲まれ，軟弱な地

盤上に立地していることをふまえると、他の小学校に比して土砂災害や地

震被害などの点でより大きなリスクを背負っていることは否定できない。

また現に校舎に変状をきたしており、このまま校舎として継続使用し、も

し何らかの事故を招いたら岡谷市教育委員会が管理責任を問われても致し

方ない状況にあるといえよう。 

 今後の通学区の児童数の減尐や，岡谷市全体の児童数の減尐をふまえる

と、岡谷市として現小学校数を維持するのは教育効果の上からも財政的に

も極めて困難といわざるを得ない。 

 岡谷市の今後 30-50 年の将来を見据えたときに、何らかの対策をすぐ迫

られている岡谷小学校に対し、大きな財政負担と数年以上にわたる学校閉

鎖・一時転校を経てまでして、存続する選択は、他の校区の市民や議会、

市の財政当局の理解を得ることは難しいであろう。 

 しかしながら現通学区の卒業生の岡谷小学校に対する格別の思い・心情

は十二分に尊重されるべきであり、現岡谷小学校の敷地の安全対策や野外

研修施設としての活用、さらに岡谷小学校地を記念するモニュメントなど

出来うる限りの対策をとることが望まれる。 

 

 

ても良いという方法は選択できない。現実的な面からすれば、

どの案も難しいと言える。 

 

⑫現岡谷小学校区の住民の方々の強い存続希望は十分に理解

できる。歴史ある校歴、景観に優れ、森林に囲まれた環境は

地域住民の誇りであることも理解できた。 

 しかし、現在の敷地が急傾斜地に囲まれ，軟弱な地盤上の

立地をふまえると、土砂災害や地震被害など、より大きなリ

スクを背負っていることは否定できない。 

また、現に変状をきたしている校舎を継続使用し、何らか

の事故を招いたら岡谷市教育委員会が管理責任を問われても

致し方ない状況にあるといえる。 

 今後の児童数の減尐をふまえると、岡谷市として現小学校

数を維持するのは教育効果や財政的に極めて困難といわざる

を得ない。 

 岡谷市の将来を見据えたときに、何らかの対策をすぐ迫ら

れている岡谷小学校に対し、大きな財政負担と数年以上にわ

たる学校閉鎖・一時転校を経てまで存続する選択に市民や議

会の理解を得ることは難しいであろう。 

 しかし、岡谷小学校に対する格別の思い、心情は十二分に

尊重されるべきであり、敷地の安全対策や野外研修施設とし

ての活用、さらに岡谷小学校地を記念するモニュメントなど

出来うる限りの対策をとることが望まれる。 
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

⑬現地存続を強く望みますが、A 案～D 案を見た場合、どれも工事期間が

長く、児童においては他校に長期的に分散しなければならない状況が発生

し、児童、保護者などに大きな負担が掛かるのではないかと思う。 

 また、それぞれの案において、不安となる要素も見受けられる。 

 

 

⑭現地存続は、自然環境等を考えても一番魅力のある選択肢ではあるが、

危険が残る以上誰も責任を取ることができない。 

 ある一定以上（震度７・８）を想定するのであれば、どこの場所も危険

であるので基準以上の対策がとれないのであれば選択はできない。対策が

とれるのであれば一番良い。 

 

⑮Ａ案について 

・地盤対策は完全ではないが概ねクリアできる。 

・大がかりな工事、人工物が増える自然環境の減尐は仕方がない。 

・多額の費用がかかるため補助金等で地元負担が抑えられれば実現可能。 

 Ｂ案について 

・一定の地盤対策はできているが、一部不安が残る。 

（震度６・７クラスの極めて稀な地震や、１８年度を超える集中豪雤に対

しては何も言えない） 

・費用面では実現性が高い。 

・現地存続を望む地元住民や父兄に対し、同意が得られれば実現可能。 

 Ｃ案について 

・地盤対策はクリアできる。 

・施設間のレベル差が大きい→北体育館は使用せず、南体育館とプールを

５ｍ以内のレベル差で配置できるかどうか？（緊急車道をとりながら） 

⑬現地存続を強く望みますが、A 案～D 案を見た場合、どれ

も工事期間が長く、児童は他校に長期的に分散しなければな

らない状況が発生し、児童、保護者などに大きな負担が掛か

るのではないか。また、それぞれの案に不安となる要素も見

受けられる。 

 

⑭現地存続は、自然環境等一番魅力のある選択肢ではあるが、

危険が残る以上誰も責任を取ることができない。 

一定以上（震度７・８）を想定するなら、どこの場所も危

険であるので、基準以上の対策がとれないのであれば選択は

できない。対策がとれるのであれば一番良い。 

 

⑮Ａ案について、地盤の対策は安全ではないが概ねクリアで

きる。大がかりな工事、人工物が増える自然環境の減尐は仕

方がない。補助金等で地元負担が抑えられれば実現可能。 

Ｂ案について、一定の地盤対策はできているが地震や集中

豪雤等に対して一部不安が残る。費用面では実現性が高く、

地元住民や父兄の理解が得られれば実現可能。 

Ｃ案について、地盤対策はクリアできる。緊急車道をとり

ながら南側体育館とプールを５ｍ以内のレベル差で配置でき

るかどうか。残土処理、費用面は再検討し問題がなければ実

現可能。 
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【現地存続について】 【現地存続について】意見要約 

・残土処理先、費用面は再検討し問題がなければ実現可能。 

 

⑯危険な場所にわざわざ建てようとすることはない。自然の力を見くびっ

てはならない。人工林地帯の崩壊も災害が起きて初めて天然林の持つ様々

な恩恵に気づかされた。よって、現地での存続は困難という判断は妥当と

考える。 

 

⑰林副委員長の現地存続 C 案改訂版に賛成 

 

⑱岡谷小学校はとても素晴らしい環境の中にあり、子どもの体力づくりの

為にも、あの坂道を上がって行くことは良いことだと思い、できることな

ら存続を願っていました。 

しかし、調査の結果などから存続は難しいということがわかり、残念で

すが、子どもの安全を考えたら仕方ないと思います。 

 

⑲A～D 案、追加 C 案改訂版と、それぞれの案を検討してきましたが、「子

供達の安全を第一に」岡谷小学校の存続問題の出発点を考えると各案とも

課題が大きく残っていく。大規模工事による子供達の長時間による分散は、

一番大きな問題ではないかと思う。安全面の確保に加え、尐子化の問題、

岡谷市の財政を考えると、現実的には難しい。 

岡谷小学校は、この自然に恵まれた環境の中で取り組む学校教育が一番

の魅力だと思います。現地存続を願う保護者の皆さん、子供達を思う地域

住民の皆さんの思いは、この１年をかけてついやした検討委員会の中で忘

れていってほしくないと思います。 

  

 

 

⑯危険な場所にわざわざ建てようとすることはない。自然の

力を見くびってはならない。人工林地帯の崩壊も災害が起き

て初めて天然林の持つ様々な恩恵に気づかされた。よって、

現地での存続は困難という判断は妥当と考える。 

 

⑰現地存続 C 案改訂版に賛成 

 

⑱岡谷小学校はとても素晴らしい環境の中にあり、できるこ

となら存続を願っていましたが、調査の結果などから存続は

難しいということがわかり、残念ですが、子どもの安全を考

えたら仕方がないと思います。 

 

 

⑲それぞれの案を検討してきたが、「子供達の安全を第一に」

岡谷小学校の存続問題の出発点を考えると各案とも課題が大

きく残る。大規模工事による子供達の長時間による分散は一

番大きな問題ではないか。安全面の確保、尐子化の問題、岡

谷市の財政を考えると、現実的には難しい。岡谷小学校は、

自然に恵まれた環境の中で取り組む学校教育が一番の魅力だ

と思う。現地存続を願う皆さん、子供達を思う地域住民の皆

さんの思いは、１年を費やした検討委員会の中で忘れてほし

くないと思う。 
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岡谷小学校のあり方検討委員会 委員意見 

平成 26年 6月 11日現在（委員 19人中 19人提出） 

【移転について】 【移転について】意見要約 

①学校規模に見合う敷地の確保ができず、狭隘な校地に、小学生にとって

は危険の伴う５階建て、６階建てという校舎を建築するということは、都

会の私学の小学校ならまだしも、公立の小学校では全国を見てもほとんど

例がないであろうと思われる。学校は自然環境（広々とした校庭、小鳥が

さえずるような豊かな樹木や花壇、せせらぎ等）に恵まれていることが重

要である。とりわけ小学校は豊かな自然環境に恵まれていることは必須の

条件である。また、地域の方々にとってみても、春には桜の花が咲き乱れ、

夏には深緑の木陰、秋には紅葉といった小学校の自然が織り成す変化は、

心潤す貴重な財産である。学区内に、学校規模に見合う適当な敷地がない

という現状の中においては「移転」という方向も厳しいというのが結論で

ある。 

 

②当初は小さくてもよいので、新たな場所に「岡谷小学校」を建設するこ

とで、現在の「岡谷小学校」の名は残り、現在の児童や保護者、入学を控

えた子どもやその親御さんの心配は払拭されるのではないかと思っていま

した（岡谷小学校の最大の魅力“自然環境”は残らないかもしれないので

すが･･･）。 

また、市から「岡谷保育園」がなくなり、さらに「岡谷小学校」がなく

なるのは、名前だけではないということも十分わかっているのですが、感

情的にどうしても受け入れがたかったからです。 

 そのような思いの中で、移転３案の中では、「成田公園」が最も望ましい

と感じました。 

しかしながら、平地の面積不足は否めませんし、配置や作り方などを工

夫し、移転だけを考えた場合は可能かもしれませんが、大きな問題は、騒

①学校規模に見合う敷地の確保ができず、狭隘な校地に、小学

生にとっては危険の伴う５～６階建ての校舎を建築すること

は、全国を見てもほとんど例がないと思われる。 

小学校は豊かな自然環境に恵まれていることは必須の条件で、

地域の方々にとってみても、春には桜、夏には深緑の木陰、秋

には紅葉といった小学校の自然が織り成す変化は、心潤す貴重

な財産である。学区内に、学校規模に見合う適当な敷地がない

という現状の中においては「移転」という方向も厳しいという

のが結論である。 

 

 

 

②「岡谷小学校」がなくなるのは、感情的にどうしても受け入

れがたかったので、当初は小さくてもよいので新たな場所に「岡

谷小学校」を建設することで、子どもや親御さんの心配は払拭

されるのではという思いの中で、移転３案では、「成田公園」が

最も望ましいと感じた。しかし、面積不足は否めず、配置など

を工夫した移転だけを考えれば可能かもしれないが、大きな問

題は騒音です。高速道路、トンネルの騒音の問題は大きい。 

「中央町駐車場」、「駅南」は、あまりにも狭すぎる。 

民地を買収してまで移転を行うとしたら、将来の児童数や市

の予算のことも考え、岡谷市内の小学校の再編の中で検討され

る方が、よりよいのではないかと思います。 

 

資料１－２ 



10 

 

【移転について】 【移転について】意見要約 

音です。高速道路とトンネルの騒音は避けることができないと思います。

お金と時間を考えないにしても、この音の問題は大きいように思います。 

この他検討された「中央町」、「駅南」は、あまりにも狭すぎると思いま

いた。周辺民地の購入も検討されましたが、相手のあることでもあり、中

央町や駅南に限らず民地を買収してまで移転を行うとしたら、将来の児童

数や市の予算のことも考え、岡谷市内の小学校の再編の中で検討される方

がよりよいのではないかと思います（「岡谷小学校あり方検討委員会」の範

ちゅうではない）。 

 

③新たな学校建設は、地権者の理解はもとより、公共の道路や水路の付け

替えなど地域の合意形成が必要で、不確実性が高く早急に対応することが

求められているこの事業に適さない。 

岡谷市の現状をみるに、尐子化や人口流出の傾向があるので新たな学校

の建設は不合理と思える。 

市街地（商業地域）に建設するのは教育する場として不適であり、移転

候補地として挙がっている土地は、岡谷市の将来を考え、市街地活性化な

ど有効な利用が望まれるところであると考える。 

成田公園地区は、過去の歴史や文化があり、それの改変が生じ好ましく

ないと考える。 

 

④自然環境と子どもの遊びに関する安全性は何よりも第一である。この面

から考察する。 

 中央町駐車場：自然環境から不可。昆虫や植物の生育不可能。 

 駅南    ：同上 

 成田公園  ：自然環境は良し。遊びを司る校庭と昇降口間に一般道路

が存在する。これは子どもの安全性からは承認できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③新たな学校建設は、地権者の理解、地域の合意形成が必要で、

不確実性が高く早急に対応することが求められているこの事業

に適さない。岡谷市の現状をみるに、尐子化や人口流出の傾向

があるので新たな学校の建設は不合理と思える。 

市街地（商業地域）に建設するのは教育する場として不適で、

移転候補地として挙がっている土地は、岡谷市の将来を考え、

市街地活性化など有効な利用が望まれるところである。 

成田公園地区は、過去の歴史や文化があり、その改変は好ま

しくないと考える。 

 

 

④自然環境と子どもの遊びに関する安全性は何よりも第一であ

る。この面から考察すると、中央町駐車場、駅南は、昆虫や植

物の生育不可能な自然環境から不可、成田公園は自然環境は良

いが、遊びを司る校庭と昇降口間に一般道路が存在することは

子どもの安全性から承認できない。 
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【移転について】 【移転について】意見要約 

⑤成田公園・駅南・中央町駐車場の３案では、成田公園が望ましい。この

場所は敷地及び道路の改良が必要です。駅南は面積で用地買収が必要と思

われる。又３０年後の人口４割減になって、岡小、湊小、田中小の３校を

ここに統合する案もある。 

 

⑥３案共に“よりよい学びの場”の環境整備には程遠い、将来の統合に向

けた受け入れの出来る施設にもならない。将来への無駄な投資になると思

います。移転地については、岡谷市の将来のまちづくり構想の策定から選

定すべき。 

 

⑦現在市の所有する土地、候補に挙がっている場所は地理的、地域的に非

常に多岐面で移転には困難を極めると思われます。場所によっては他の学

校との通学区の統合も考えていかなくてはならない、大編成替えを行うこ

とになりかねません。 現在の学校の近辺でも、候補地はありそうですが、

他人の土地を勝手に候補地に挙げることは論外ですし、交渉には長い年月

が必要となるとのことです。移転については、岡谷市全体の学校のあり方

を、今回の岡谷小の問題を契機に、早急に検討されることを望みます。 

 

⑧分科会の報告のとおり、通学区内への移転は敷地面積の関係、駅前とい

う立地等、難しいと考える。 

 

⑨校地として適した用地の確保ができない限りは難しいと考える。 

 

⑩中央町駐車場、駅南では、高層化すれば出来そうだということで、校地

に自然環境が無くなってしまうが、現地を自然学習の場として利用できれ

ばよいのではないか・・・。 

⑤成田公園・駅南・中央町駐車場の３案では、成田公園が望ま

しい。この場所は敷地及び道路の改良が必要、駅南は面積で用

地買収が必要と思われる。又３０年後の人口４割減になって、

岡小、湊小、田中小の３校をここに統合する案もある。 

 

⑥３案共に“よりよい学びの場”の環境整備には程遠く、将来

の統合に向けた施設にもならず、無駄な投資になると思う。移

転地は、岡谷市の将来のまちづくり構想の策定から選定すべき。 

 

 

⑦候補に挙がっている場所は地理的、地域的に非常に多岐面で

移転には困難を極めると思われる。他校との通学区の統合も考

えなくてはならない、大編成替えを行うことになりかねません。

他人の土地を勝手に候補地に挙げることは論外ですし、交渉に

は長い年月が必要となるとのこと。移転は、岡谷市全体の学校

のあり方を、今回の岡谷小の問題を契機に、早急に検討される

ことを望みます。 

 

⑧分科会の報告のとおり、通学区内への移転は敷地面積の関係、

駅前という立地等、難しいと考える。 

 

⑨校地に適した用地の確保ができない限り難しいと考える。 

 

⑩中央町駐車場、駅南では、高層化すれば出来そうだというこ

と、校地に自然環境が無くなってしまうが、現地を自然学習の

場として利用できればよいのではないか。 
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【移転について】 【移転について】意見要約 

⑪移転案は、学校として必要な面積を確保できる見通しがなければ形にな

らないので、可能性はゼロではないが現実的ではない。また、小さな敷地

に無理やり学校を押し込めるような方法は、高層化の危険性や校庭の狭さ

など、学校としての環境づくりに問題がある以上、相応しい選択とは言え

ない。 

 

⑫３つの候補はいずれも充分な代替校地として機能することは難しい。多

額の費用をかけ、数年以上の学校閉鎖、一時転校を経てまで移転新校舎建

設を行う意義を見出すことは難しい。他の校区市民や議会の理解を得るの

は困難である。 

 

⑬検討した移転先の「中央町駐車場」、「駅南」、「成田公園」どれを見ても

校舎を高層化する必要があり、小学生が学校生活を送る中で、大きな負担

が掛かるのではないかと思う。また、緊急時の児童の安全確保という面で

不安がある。 

 

⑭現地存続ができない場合の選択肢と考えている。現地存続ができない以

上自然環境の低下はのまざるをえない。統合・分散しても同じく自然環境

レベルは下がってしまうのだから、それを理由に移転のデメリットとする

のはおかしい。 

どこかの学校と統合して新しい学校でも良いと思う。例えば、岡谷小学

校と小井川小学校を統合して、現在の市役所の場所に小学校を新設する。

こうすることで学校がひとつ減り、無駄な箱モノも有効活用でき一石二鳥

で通学バランスも良くなる。 

 

 

⑪移転案は、学校として必要な面積を確保できる見通しがなけ

れば形にならず、可能性はゼロではないが現実的ではない。小

さな敷地では、高層化の危険性や校庭の狭さなど、学校として

の環境づくりに問題がある以上、相応しい選択とは言えない。 

 

 

⑫３つの候補は、いずれも充分な代替校地として機能すること

は難しい。多額の費用をかけ、数年以上の学校閉鎖、一時転校

を経てまで移転を行う意義を見出すことは難しい。他の校区市

民や議会の理解を得るのは困難である。 

 

⑬検討した移転先の「中央町駐車場」、「駅南」、「成田公園」ど

れを見ても校舎を高層化する必要があり、小学生が学校生活を

送る中で、大きな負担が掛かるのではないかと思う。また、緊

急時の児童の安全確保という面で不安がある。 

 

⑭現地存続ができない場合の選択肢と考えている。現地存続が

できない以上、自然環境の低下はのまざるをえない。統合・分

散しても同じく自然環境レベルは下がってしまう。それを理由

に移転のデメリットとするのはおかしい。 

どこかの学校と統合して新しい学校でも良い。例えば、岡谷

小学校と小井川小学校を統合して市役所の場所に新設する。学

校がひとつ減り、無駄な箱モノも有効活用でき一石二鳥で通学

バランスも良くなる。 
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【移転について】 【移転について】意見要約 

⑮中央町駐車場について 

・民地買収が前提（可能かどうか） 

・自然豊かな学校環境ではない 

・積極的に選択する理由はない 

 駅南について 

・民地買収が前提（可能かどうか） 

・自然豊かな学校環境ではない 

・現エリアからすると立地バランスが悪いが、将来湊小との統合などを考

えれば可能性あり 

・積極的に選択する理由はない 

 成田公園について 

・自然豊富な現施設に近いものが造れる 

・校舎部分の敷地が狭い（せめて３階建ての計画にしたい） 

・校庭の広さが不十分ではないか？（たいして広げられないと思われる） 

・移転案の中では魅力的だが、実現性は低い 

 

⑯小規模校で残すことは教育の質の低下を招くので反対。 

中央町駐車場及び駅南は、自然環境、周辺環境、まちづくりの観点から、

検討からは削除すべきであり、いずれにしても、移転は困難と言わざるを

得ない。 

 

⑰記入なし 

 

⑱子どもが減尐していく一方で、今更小学校をつくる必要はないと考えて

います。 

 

⑮中央町駐車場について、民地買収が前提となり可能かどうか、

自然豊かな環境ではないため、積極的に選択する理由はない。 

 駅南について、民地買収が前提となり可能かどうか、自然豊

かな環境ではない。将来湊小との統合などを考えると可能性は

あるが、積極的に選択する理由はない。 

 成田公園について、自然豊かな現施設に近いものが造れる。

校舎の敷地が狭く、せめて３階建ての計画にしたい。校庭の広

さが不十分ではないか。移転案の中では魅力的だが現実性は低

い。 

 

 

 

 

 

 

 

⑯小規模校で残すことは教育の質の低下を招くので反対。 

 中央町駐車場及び駅南は、自然環境、周辺環境、まちづくり

の観点から、検討からは削除すべきであり、いずれにしても、

移転は困難と言わざるを得ない。 

 

⑰記入なし 

 

⑱子どもが減尐していく一方で、今更小学校をつくる必要はな

いと考えています。 
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【移転について】 【移転について】意見要約 

⑲３案の中では、「成田公園」が望ましい。 

岡谷小学校の「現地存続」が無理であるならば、移転しても「岡谷小学

校を残したい」そう考える保護者の声も多くあったと思います。子供達の

築き上げた仲間、岡谷小学校の学校教育のすばらしさ、そういった事に対

する思いからだと感じます。 

 しかし、成田公園ですら、自然環境の中では良くても、騒音、敷地面積、

建物の高さ等、「小学校施設整備指針」を見ていくと問題点は多くある。 

 また、現校舎に通学できない以上、新校舎建築までの期間は、他校へ移

る問題が発生してくる点は「現時存続」と同じ状況になる。 

 

⑲３案の中では、「成田公園」が望ましい。 

「現地存続」が無理なら、移転しても「岡谷小学校を残した

い」と考える保護者の声も多くあったと思う。 

 しかし、成田公園ですら、自然環境の中では良くても、騒音、

敷地面積、建物の高さ等、「小学校施設整備指針」を見ていくと

問題点は多くある。 

 また、現校舎に通学できない以上、新校舎建築までの期間、

他校へ移る問題点は「現時存続」と同じ状況になる。 
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岡谷小学校のあり方検討委員会 委員意見 

平成 26年 6月 11日現在（委員 19人中 19人提出） 

【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

①「現地存続」、「移転」共に厳しい状況の中では、自ずと「統合・分散」

という方向が現実味を帯びてくる。この方向は、決してベストとは言えな

いが、ベターではないかと思われる。 

近い将来、岡谷市の人口が減尐していくことや、企業の海外進出、現在

審議中の法人税の引き下げ等により、市の財政規模も縮小せざるを得なく

なるであろう状況の中で、児童数が大幅に減尐し、小さな学校を何校も維

持していくというのは、財政的な面から見ても不合理であり、負担が重く

のしかかってくることが予想される。 

「統合の利点」は、例えば、教職員数３０名のＡ校と同規模の教職員数

３０名のＢ校を１校に統合。と仮定すると、岡谷市が負担する維持管理費

は単純計算でも２分の１で済む。教職員の数も統合前のＡ校３０名＋Ｂ校

３０名（６０名）であっても、統合後のＣ校では、（厳密な児童数の確認と

学級数の算出が必要であるが）足して６０名が必要数とはならず、５０名

以下になる可能性がある。 

このことで、県が負担する人件費は大幅に減る（教員の給与は、法律に

よって国が３分の１、地方公共団体（県）が３分の２を負担している）の

で、県としても今後は様々な方法で市町村に統廃合を働きかけてくること

が予想される。 

今、現在を見れば、「なぜ統合なのか」ということになるが、上記理由か

ら、将来的には岡谷市内すべての学校が統合の対象になることは必然であ

る。だとすれば、岡谷小とどこかの学校の統合というのは、今後の岡谷市

の学校統合のモデルケースとなる。仮に、通学距離や安全性の面から、よ

り近い学校に通うことを認める「通学区の弾力化」を図るならば、「分散」

ということにもなるが、岡谷小からＡ校へ、岡谷小からＢ校へ分散の形で

①「現地存続」、「移転」共に厳しい状況の中では、自ずと「統

合・分散」という方向が現実味を帯びてくる。決してベストと

は言えないが、ベターではないかと思われる。近い将来、人口

が減尐していく状況の中で、児童数が大幅に減尐し、小さな学

校を何校も維持していくのは、財政面からも不合理であり、負

担が重くのしかかってくることが予想される。 

「統合の利点」は市が負担する維持管理費や県が負担する人

件費の減、県としても今後は様々な方法で市町村に統廃合を働

きかけてくることが予想される。今、現在を見れば、「なぜ統合

なのか」ということになるが、将来的に岡谷市内すべての学校

が統合の対象になることは必然であり、岡谷小とどこかの学校

の統合は、今後の岡谷市の学校統合のモデルケースとなる。岡

谷小の伝統や良さを引き継ぎながらより対等な形での分散（統

合）を提言することで、保護者や地域の方々の理解を図りたい。 

ハード面も大事ではあるが、「統合・分散」のモデルケースで

もっと大事にしたいのはソフト面、岡谷小の良さや伝統を受け

継ぎながら、どのような魅力ある学校をつくるのか、学校の教

職員や児童、保護者ＰＴＡ、地域住民とによるワークショップ

や熟議によって議論し合うことも重要、平成２８年度開校に向

けて早急に検討をスタートさせる必要がある。 

歴史と伝統に輝く岡谷小を現地に残せるものならば残したい

という思いが強いが、現状においては、いたし方ない面があり、

「分散・統合」はベストではないが、現状においてはベターと

考えられる。 

資料１－３ 
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【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

通う場合でも、原則区単位での分散にし、岡谷小の伝統や良さを引き継ぎ

ながらより対等な形での分散（統合）にしていくことを提言することで、

保護者や地域の方々の理解を図りたい。 

校舎を建てる、教室を増やす、使い勝手の良い多目的スペースを作ると

いったハード面も大事ではあるが、「統合・分散」のモデルケースでもっと

大事にしたいのはソフト面である。岡谷小の良さや伝統を受け継ぎながら、

どのような魅力ある学校をつくるのかを、岡谷小の教職員や児童、保護者

ＰＴＡ、地域住民と、分散・統合する学校の教職員や児童、保護者ＰＴＡ、

地域住民とによるワークショップや熟議によって議論し合うことも重要で

ある。市内校長会や教頭会の協力を得ながら、分散・統合該当校の校長、

教頭、教職員、ＰＴＡ役員等からなる「○○検討委員会」を立ち上げ、（市

教委作成のスケジュール表に沿って）平成２８年度開校に向けて早急に検

討をスタートさせる必要がある。 

歴史と伝統に輝く岡谷小を現地に残せるものならば残したいという思い

が強いが、現状においては、いたし方ない面があり、「分散・統合」はベス

トではないが、現状においてはベターと考えられる。 

 

②もう時間がありません。子ども達が（親が）安心して学べる学校環境を

作るために全力で取り組んでください。 

 

③このまま推移すると将来１学年１クラスとなるケースがでてきて好まし

いと思えない。増える方向が望ましい。新たに転入してくる子どもの不安

はわかるが、子どもたちは適応するのではないか。 

統合などによる環境の変化に対応できるような環境を、関係者がつくる

ことが大事。統合分散に配慮して欲しいことは、 

(1)新たな通学路の安全性の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②もう時間がありません。子ども達が（親が）安心して学べる

学校環境を作るために全力で取り組んでください。 

 

③このまま推移して将来１学年１クラスとなるケースは好まし

いと思えない。増える方向が望ましい。転入してくる子どもの

不安はわかるが、子どもたちは適応するのではないか、関係者

が変化に対応できる環境をつくることが大事。統合分散に配慮

して欲しいことは、新たな通学路の安全性の確保、防犯上の配

慮、災害を防ぐ配慮である。 
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【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

  交通安全、道路の横断箇所、一定の区間の車両進入禁止の規制 

(2)防犯上の配慮 子どもを守る安心の家の見直し、防犯灯の設置 

(3)災害を防ぐ配慮 土砂災害指定箇所の周知、浸水危険個所（大川、塚

間川他）の柵の設置 

 

④自然環境や子どもの安全は満たされるので問題なし。 

統合分散をせざるを得ない場合は、岡谷小の伝統や良さを残していただ

く。よって以下の条件を満たして欲しい。 

(1)校名や校歌など学校の象徴は、現学校のものをそのまま使うのではな

く、新しくして欲しい。対等合併の方向で検討願いたい。 

(2)両校が持つ伝統を残す。故に新統合校の教職員人事は１：１前後とし、

両校の教職員をおおよそ対等になるよう、市教育委員会の人事権を発

揮願いたい。 

(3)学区の検討を、関係区の意向を踏まえながら検討願いたい。 

 

⑤統合・分散は、現時点では反対です。 

全市的な小・中学校のあり方検討委員会を設け、今後の通学区及び小・

中学校の数を検討した上で実施すべきです。 

 現時点では、通学距離・安全対策に問題がある。又岡谷小の文化伝統・

歴史の継承は分散先の学校の伝統があり、対等に継承されるとは考えにく

い。さらに岡谷小の校名・校歌を分散先で取り入れるとは到底考えにくい。 

 

 

⑥中途編入への対策の難しさを感じます。“新たな学校”づくりへの対策を

積み上げて、統合に向けてのモデルになる様な進展を望みます。 

 

  

 

 

 

 

④自然環境や子どもの安全は満たされるので問題なし。 

統合分散をせざるを得ない場合は、岡谷小の伝統や良さを残

していただきたい。よって以下の条件を満たして欲しい。 

校名や校歌など学校の象徴は新しくして欲しい。対等合併の

方向で検討願いたい。両校が持つ伝統を残す。故に新統合校の

教職員人事は両校の教職員をおおよそ対等になるよう、市教育

委員会の人事権を発揮願いたい。学区の検討を、関係区の意向

を踏まえながら検討願いたい。 

 

 

⑤統合、分散は、現時点では反対です。 

全市的な小・中学校のあり方検討委員会を設け、今後の通学

区及び小・中学校の数を検討した上で実施すべき。 

現時点では、通学距離・安全対策に問題がある。又岡谷小の

文化伝統・歴史の継承は分散先の学校の伝統があり、対等に継

承されるとは考えにくい。さらに岡谷小の校名・校歌を分散先

で取り入れるとは到底考えにくい。 

 

⑥中途編入への対策の難しさを感じます。“新たな学校”づくり

への対策を積み上げて、統合に向けてのモデルになる様な進展

を望みます。 
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【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

⑦「現地存続」、「移転」両案ともに年月を要することで、児童、保護者の

心配は大きい。いずれにしても、現地を一度は離れなくてはならないこと

は明らかで、一日も早く結論を出すことが必要です。実際、この４月の新

入生の多くの保護者から「新しい学校で、１年生から始めさせてやりたか

った」と聞いています。 

 そのため市も、きめ細かな説明会を重ね、保護者の皆さんとともに、一

刻も早く児童が安全に安心して勉強ができるために努力をされてきていま

すが、「分散」という言葉の壁の中にも、お互いの伝統を融合させることで、

さらに魅力ある新しい学校づくりを、市、学校、地域で進めなくてはなら

ないと思います。 

 

⑧費用、時間、作業性の面だけを考えると一番現実的だと思われる。 

 

 

⑨一番現実的な手段である。学区の見直しに当たっては、教育的見地のみ

でなく、防災的観点、まちづくりの観点からも含め設定することが望まし

い。 

 

⑩他の委員がおっしゃったように、岡谷小の子どもたちは大変優秀である

と、他の教育関係者からも耳にする。これは、岡谷小の校風というか岡谷

小に赴任する教職員の資質、保護者との関係等によるところが大きいと思

う。 

 この良い部分を統合分散によって解体してしまうことのないように対策

してほしい。 

 

 

⑦「現地存続」、「移転」両案ともに年月を要することで、児童、

保護者の心配は大きい。いずれにしても、一度は離れなくては

ならないことは明らかで、一日も早く結論を出すことが必要で

す。 

 きめ細かな説明会を重ね、保護者の皆さんとともに一刻も早

く安全に安心して勉強できるための努力をして、「分散」という

言葉の壁の中にも、お互いの伝統を融合させることで、さらに

魅力ある新しい学校づくりを、市、学校、地域で進めなくては

ならないと思います。 

 

 

⑧費用、時間、作業性の面だけを考えると一番現実的だと思わ

れる。 

 

⑨一番現実的な手段である。学区の見直しに当たっては、教育

的見地のみでなく、防災的観点、まちづくりの観点からも含め

設定することが望ましい。 

 

⑩岡谷小の子どもたちは大変優秀であると耳にする。これは、

岡谷小の校風というか岡谷小に赴任する教職員の資質、保護者

との関係等によるところが大きいと思う。この良い部分を統合

分散によって解体してしまうことのないように対策してほし

い。 
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【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

⑪軟弱盛土のままでは、校舎の耐震化はできないので、今のままでは決し

て安全とは言えない。現地存続でも移転でも、何年もかかる大規模な工事

になるとすれば、２８年４月から子ども達の安全を守るために選択できる

方法としては、近くの学校に分かれる新しい環境を作っていかざるを得な

いと思う。 

 その環境の中で長い時間を過ごす子ども達にとって、友達やコミュニテ

ィができ、学校としても歴史が刻まれる。そこからもう一度戻る選択は、

子ども達にとって２重の負担になってしまう。 

 岡谷小学校を引き継ぐ新たな学校として「統合」は必要ではないか。２

８年４月までの期間的な猶予はないので統合を見据えた分散といったこと

も検討していただきたい。 

 

⑫将来を見据えたときに、最も現実的で議会にも財政的にも理解を得やす

い選択肢である。しかしながら、現岡谷小学校の児童の転校に際しては児

童の体力的・メンタル的な配慮を十分行うべきであり、教員の配置やクラ

スの編成，事前交流などなど具体策を充分練り上げて頂きたい。他の市町

村の事例研究も早急に行うべきである。 

 

⑬平成２８年４月から分散すると考えた場合に、準備期間が短く、無理が

ある様に思える。分散時期については、柔軟に対応する必要があると思う。 

「分散」ということが再度はっきりした場合、保護者など関係する人達

から「分散」に向けての多くの意見が集まる事が予想される。 

この意見をまとめ、検討して行く事を考えると準備期間が短すぎると思

える。 

 

 

⑪今のままでは決して安全とは言えない。現地存続でも移転で

も、何年もかかる大規模な工事になるとすれば、２８年４月か

ら子ども達の安全を守るために選択できる方法としては、近く

の学校に分かれる新しい環境を作っていかざるを得ないと思

う。その環境の中で、友達やコミュニティができ、学校として

も歴史が刻まれる。そこからもう一度戻る選択は、子ども達に

とって２重の負担になってしまう。 

 岡谷小学校を引き継ぐ新たな学校として「統合」は必要では

ないか。２８年４月までの期間的な猶予はないので統合を見据

えた分散も検討していただきたい。 

 

 

⑫将来を見据えたときに、最も現実的で理解を得やすい選択肢

である。しかし、現岡谷小学校の児童の転校に際しては、児童

の体力的・メンタル的な配慮を十分行うべきであり、教員の配

置やクラス編成、事前交流など具体策を充分練り上げて頂きた

い。他の市町村の事例研究も早急に行うべきである。 

 

⑬平成２８年４月から分散すると考えた場合に、準備期間が

短く、無理がある様に思える。分散時期については、柔軟に対

応する必要がある。 

「分散」が再度はっきりした場合、保護者など関係する人達

から多くの意見が集まる事が予想される。この意見をまとめ、

検討して行く事を考えると準備期間が短すぎると思える。 

 

 



20 

 

【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

⑭統合するのであれば、新設をするしかない。分散をするのであれば現在

通学している児童については、卒業までは現在の学校に通うか先に分散す

るかの選択肢は与えるべき。 

 

⑮岡谷小の魅力は利便性の高い街中に住みながら自然豊富な学校へ通える

点にあるといえる。まわりを見渡してもこのような施設は殆どなく、岡谷

小学校は今後も岡谷市の魅力ある教育施設の中心となっていくことが望ま

しい。そう考えたとき、積極的に分散案を選ぶ理由は見当たらない。 

 

 

⑯魅力ある新たな学校づくりに向けた準備委員会・専門部会による検討を、

他校も加えて早く始めるべきである。 

分科会資料はよくまとまっており、今後さらに論議し、実行に移すべき

である。 

 

⑰記入なし 

 

⑱統合・分散は止むを得ない結果だと思います。 

２８年度に向けて、尐しでも早く、より良い環境づくりや対策をして頂

きたいと思います。 

保護者の方々は交通量の多さや知らない道を歩いて行くことなど不安な

思いがあると思います。保護者の意見を早めに聞いて、安心して２８年度

を迎えられたらと思っています。 

 

 

 

⑭統合するのであれば、新設をするしかない。分散をするので

あれば現在通学している児童については、卒業までは現在の学

校に通うか先に分散するかの選択肢は与えるべき。 

 

⑮岡谷小の魅力は利便性の高い街中に住みながら自然豊富な学

校へ通える点にある。まわりを見渡してもこのような施設は殆

どなく、今後も岡谷市の魅力ある教育施設の中心となっていく

ことが望ましい。そう考えたとき、積極的に分散案を選ぶ理由

は見当たらない。 

 

⑯魅力ある新たな学校づくりに向けた準備委員会・専門部会に

よる検討を、他校も加えて早く始めるべきである。 

分科会資料はよくまとまっており、今後さらに論議し、実行

に移すべきである。 

 

⑰記入なし 

 

⑱統合・分散は止むを得ない結果だと思います。 

 ２８年度に向けて、尐しでも早く、より良い環境づくりや対

策をして頂きたいと思います。 

保護者の方々にはいろいろ不安な思いがあると思います。保

護者の意見を早めに聞いて、安心して２８年度を迎えられたら

と思っています。 
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【統合・分散について】 【統合・分散について】意見要約 

⑲「現地存続」「移転」いずれも困難な状況の中で「統合・分散」の形を進

めていく方向になっていく現状だと思います。 

 時間的な問題もある、どこまで話を進めていけるか、保護者の意見もあ

り、課題は多くありそうだが、「子供達のために何が大切であるか」を一番

に考えられるようにしていってほしい。 

 時間的な面で、分散になっても将来的な中学までの通学区等を考えての

統合を見据えた形で新しい岡谷市の学校作りを検討していただきたい。 

 岡谷小学校の１つの学校がこういう現状になった今、岡谷小だけでなく

市全体を見直すようにしていってほしい。 

⑲「現地存続」「移転」いずれも困難な状況の中で「統合・分散」

の形を進めていく方向になっていく現状だと思う。時間的な問

題もある、課題は多くありそうだが、「子供達のために何が大切

であるか」を一番に考えてほしい。 

時間的な面で分散になっても、将来的な中学までの通学区等

を考えての統合を見据えた形で新しい岡谷市の学校作りを検討

していただきたい。１つの学校がこういう現状になった今、岡

谷小だけでなく市全体を見直すようにしてほしい。 
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岡谷小学校のあり方検討委員会 委員意見 

平成 26年 6月 11日現在（委員 19人中 19人提出） 

【その他・総体的な意見として】 【その他・総体的な意見として】意見要約 

①特になし 

 

②これまでの岡谷小あり方検討委員会を振り返る中で、「お金」と「時間」

は、岡谷小問題のキーワードになっているように思います。 

 現地存続にせよ、移転にせよ、統合・分散においても「お金」に関しま

しては、市として確保をしていただきたいです。「時間」について、現地存

続も移転、統合・分散においても非常に厳しくなるのではないでしょうか。 

もうひとつのキーワードとしては、「どのような学校を作るのか？」という

ことです。 

 教育には何が必要か？自然かそれ以外のものもあるのではないかなど、

教育論も議論されているところですが、地域や保護者、教職員が協力し、

何よりも子どもたちが主役となる学校を作ることが大切だと思います。 

 

③国からも示されたように、公共施設の統廃合が求められており、岡谷市

においても児童数が右下がりの状況からすれば統廃合は避けられない。→

平成２５年１２月２５日信濃毎日新聞掲載「老朽公共施設の統廃合を要請」 

いくらかかっても良いとの意見があるが、行政の公平性、合理的な見地

から事業（行政）評価がされる。 

学校建設を進めるには、文部科学省の補助金を申請することになるが、

現地存続、移転、統廃合の比較を行い、総合的な判断が求められ、現地存

続、移転案は認められない可能性が高い。 

南海トラフの危険区域に指定され、いつ来るかわからない地震災害等を

考えれば、心配されている住民が多く、早急に判断をするべき。 

 

①特になし 

 

②委員会を振り返る中で、「お金」と「時間」は、岡谷小問題の

キーワードになっているように思います。 

 現地存続、移転、統合・分散も「お金」に関しては、市とし

て確保していただきたいし、「時間」は現地存続も移転統合・分

散も非常に厳しくなるのではないでしょうか。 

もうひとつのキーワードは、「どのような学校を作るのか？」

ということ、教育には何が必要か？自然か、それ以外のものも

あるのではないかなど、地域や保護者、教職員が協力し、何よ

りも子どもたちが主役となる学校を作ることが大切だと思いま

す。 

 

③国からも公共施設の統廃合が求められ、岡谷市においても児

童数が右下がりの状況からすれば統廃合は避けられない。 

いくらかかっても良いとの意見があるが、行政の公平性、合

理的な見地から事業（行政）評価がされる。学校建設を進める

には、文部科学省の補助を申請することになるが、総合的な判

断が求められ、現地存続、移転案は認められない可能性が高い。 

南海トラフの危険区域に指定され、いつ来るかわからない地

震災害等を考えれば、心配されている住民が多く、早急に判断

をするべき。 

 

 

資料１－４ 
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【その他・総体的な意見として】 【その他・総体的な意見として】意見要約 

④ベターな方策は、統合分散である。 

 検討委員会メンバーには、どういう案であれ責任を持つことはできない。

よって最終判断は、委員会中の発言や検討事頄を検討案に踏まえて、市に

お願いする。 

 今後、市内の小中学校の数や学区について、総合的に検討する時期に来

ているので、この希望を生かしながら、総合的に検討願いたい。 

 

⑤今回の岡谷小の問題は、何と言っても安全が主題であり、岡谷小安全対

策と直下住民の防災対策を同時に解決することが必要である。 

 

⑥現地は盛土除去等の安全対策を行い、地域の安全を確保。跡地を自然学

習ゾーンとして全市的に利用する場への整備を望みます。 

 一刻も早く統合に向けて“新たな学校づくり”への対策を進めるべきだ

と思います。 

 

⑦跡地利用について、恵まれた現在地の自然環境を守るため、自然を壊さ

ない工法で、最大の効果のある地滑り防止対策を施し、直下の住民の安全

を確保するとともに、子どもたちが自ら、自然に親しみ、自然の大切さを

学べる「青尐年自然の森」的な公園として、市内全域の親子のふれあい広

場として生かしていきたい。前方には鉢伏、高ボッチ、三峰、鷲ヶ峰、霧

ヶ峰、八ヶ岳～南アルプスの絶景や、市街地を眺めながら、生糸の都から

歴史を語り継ぐ場、これからの岡谷市のまちづくりを語る展望広場とし、

中間には、樹木、植物の植栽を施し、植物や昆虫の観察。奥の広場で、昼

はさまざまな体験学習、夜には四季折々の星空の観察ができるほか、地形

を生かした登り窯「あかしあ窯」の継続など、魅力溢れる自然学習の場と

しての公園づくりを望んでいます。 

④ベターな方策は、統合分散である。検討委員会メンバーには、

どういう案であれ責任を持つことはできない。最終判断は、委

員会の発言、検討案を踏まえて、市にお願いする。 

 今後、市内の小中学校の数や学区について、総合的に検討す

る時期に来ている、この希望を生かしながら、総合的に検討願

いたい。 

 

⑤今回の岡谷小の問題は、安全が主題であり、岡谷小安全対策

と直下住民の防災対策を同時に解決することが必要である。 

 

⑥現地は盛土除去等の安全対策を行い、地域の安全を確保。跡

地を自然学習ゾーンとして全市的に利用する場への整備を望み

ます。一刻も早く統合に向けて“新たな学校づくり”への対策

を進めるべきだと思います。 

 

⑦跡地利用について、恵まれた自然を壊さない工法で、最大効

果のある地滑り防止対策を施し、直下の住民の安全を確保する

とともに、子どもたちが自ら、自然に親しみ、自然の大切さを

学べる「青尐年自然の森」的な公園として、市内全域の親子の

ふれあい広場として生かしていきたい。 

絶景や、市街地を眺めながら、生糸の都から歴史を語り継ぐ

場、これからの岡谷市のまちづくりを語る展望広場とし、中間

には、植栽を施し、さまざまな体験学習や夜には四季折々の星

空の観察ができるほか、地形を生かした登り窯「あかしあ窯」

の継続など、魅力溢れる自然学習の場としての公園づくりを望

んでいます。 
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【その他・総体的な意見として】 【その他・総体的な意見として】意見要約 

 その他、現在検討されている現地存続をするためには、莫大な金額と時

間を要します。子どもたちはそれぞれの面で、計り知れない才能を持ち合

わせている。その才能を伸ばす手助けのためにお金を使って欲しい。 

 ほんの一例として、先日中学生の全国吹奏楽コンクールのテレビ番組を

見ました。心配するのは楽器です。知人に問い合わせたところ、楽器はす

べて学校に備品として準備され、生徒も意欲的に部活に参加しているとい

うことを聞きました。岡谷市の現在の様子は知りませんが、以前そういっ

たものは個人負担で、「お金持ちでないとできないよ」という話を聞いたこ

とがありました。教育は平等にというような話を昔聞いたことがあるよう

な、ないような。現地存続にかかるお金をそんなことに使えたらとも考え

るこの頃であります。 

 

⑧岡谷小学校を現在地に残したいという思いは強いが、子供、親への負担、

時間、費用等を総合的に考えると、統合・分散が一番現実的である。早く

結論を出し、子供と親に心配をかけないように、こまやかな対応をお願い

したい。 

 

⑨諸条件を考慮すると、現地存続、移転には様々な課題と困難さがあり、

統合・分散が最も現実的であると考える。 

 

⑩統合分散は止むを得ないが、岡谷小を残してほしいという意見は、ただ

名前を残すというのではなく、中身を残してほしいという所にあると思う。 

岡谷小に通わせたくてわざわざ通学区内に土地を買い、家を買い引っ越し

てきた方達が多くいるのも事実です。学校が近いからと市の造成した宅地

を購入した方もいます。学区内のマンションに引っ越してきた方達もいま

す。 

 現地存続をするためには、莫大な金額と時間を要します。子

どもたちはそれぞれの面で、計り知れない才能を持ち合わせて

いる。その才能を伸ばす手助けのためにお金を使って欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧岡谷小学校を現在地に残したいという思いは強いが、子供、

親への負担、時間、費用等を総合的に考えると、統合・分散が

一番現実的である。早く結論を出し、子供と親に心配をかけな

いように、こまやかな対応をお願いしたい。 

 

⑨諸条件を考慮すると、現地存続、移転には様々な課題と困難

さがあり、統合・分散が最も現実的であると考える。 

 

⑩統合分散は止むを得ないが、岡谷小を残してほしいという意

見は、ただ名前を残すのではなく、中身を残してほしいという

所にあると思う。岡谷小に通わせたくてわざわざ通学区内に土

地を買い、家を買い引っ越してきた方達が多くいるのも事実で

す。そのような方達が突然学校なくしますと言われて納得する

でしょうか？ 
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【その他・総体的な意見として】 【その他・総体的な意見として】意見要約 

そのような方達が突然学校なくしますと言われて納得するでしょうか？

知っていたら買わなかった、引っ越さなかったから補償しろと言ってこな

いでしょうか・・・。 

 

⑪１年間の検討は、今までの資料にある程度集約されていると思う。委員

会としては、これ以上の検討に時間をかけるべきではなく、早く次の段階

に進むことが保護者や関係者のためになると思う。 

 やはり、最終的な決断は、市と教育委員会の責任においてされるべきで

あり、委員会としては、この１年間の検討内容をそのまま行政に伝え、正

しい判断をしてもらうこと、それだけの検討は尽くしてきたと思う。 

 

⑫この委員会は、あくまで教育委員会の諮問機関として検討を重ねてきた

のであって、何らかの決定を行う権限も責任もないのは明白である。平成

27 年度末という期限を考慮したとき、これ以上いたずらに検討結果の報告

を延ばすことは許されない。あり方委員会として検討した結果を、早急に

まとめるべきであり、この間出てきた様々な意見を併記することが望まし

い。まずは検討結果をふまえて教育委員会が責任ある判断を下すべきであ

り、引き続いて具体的対応策を検討する準備委員会に早急にバトンタッチ

すべきである。 

 

⑬委員それぞれの立場、思いなどがあるかと思うので、提言をまとめる際

に、あり方検討委員会としての結論は出さず、各分科会で検討して来た内

容を、そのまま提言としてまとめて欲しい。これは、「現地存続」、「移転」、

「統合・分散」でのそれぞれの方法、検討内容を提言とし、それを受けて

岡谷市としてどうするのかということを再度検討していただきたい。 

「現地存続」、「移転」、「統合・分散」のどんな形であれ、「岡谷小学校」

 

 

 

⑪１年間の検討は、今までの資料にある程度集約されている。

委員会としては、これ以上時間をかけるべきではなく、早く次

の段階に進むことが保護者や関係者のためになると思う。最終

的な決断は、市と教育委員会の責任においてされるべきであり、

この１年間の検討内容をそのまま行政に伝え、正しい判断をし

てもらうこと、それだけの検討は尽くしてきたと思う。 

 

⑫この委員会は、教育委員会の諮問機関として検討を重ねてき

たのであって、何らかの決定を行う権限も責任もないのは明白。

平成 27 年度末という期限を考慮したとき、これ以上、検討結果

の報告を延ばすことは許されない。委員会として検討した結果

を早急にまとめるべきであり、この間出てきた様々な意見を併

記することが望ましい。まずは検討結果をふまえて教育委員会

が責任ある判断を下すべきであり、引き続いて具体的対応策を

検討する準備委員会に早急にバトンタッチすべきである。 

 

⑬提言をまとめる際に、あり方検討委員会としての結論は出さ

ず、各分科会で検討して来た内容を、そのまま提言としてまと

めて欲しい。「現地存続」、「移転」、「統合・分散」でのそれぞれ

の方法、検討内容を提言とし、それを受けて岡谷市としてどう

するのかということを再度検討していただきたい。 

「現地存続」、「移転」、「統合・分散」のどんな形であれ、「岡

谷小学校」を残すことは出来ないものでしょうか。 
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を残すことは出来ないものでしょうか。 

 

⑭時間と予算という我々ではどうすることもできない理由で分散やむなし

という、実に残念な結果だと思います。せめて提言の部分では、現地存続

や移転についてもこれだけ案があり議論があった事をつけておいてほし

い。 

本当の課題はこれからだと思いますので、増築して物理的に可能にして

終わりではなく、前向きな議論と対応をお願いしたいと思います。 

 

⑮現地のいずれかの案を推したいが、どの案もわずかな危険性を残す一方、

一旦分散し再度集合するという負担も発生する。 

総合的に考えると分散、統合でやむなし。 

 

⑯文部科学省「小学校施設整備指針」を厳密に精査することから出発する

ことを再度確認すべきである。 

 

⑰今後の市政のためにも、これまでの市の進め方について検証を要望 

 

 

⑱子どもたちの為に尐しでも早く前に進んでいって欲しい。 

 

⑲「岡谷小のあり方検討委員会」が発足して１年、各分科会にわかれて、

さまざまな事を議論してきました。 

 岡谷小学校を残したいと思う保護者の皆様、地域の皆様の強い思いと、

それに費やした時間は大切にしていただき、今回の「提言書」提出として

いただきたいです。 

 

 

⑭時間と予算という我々ではどうすることもできない理由で分

散やむなしという、実に残念な結果だと思う。せめて提言の部

分では、現地存続や移転についてもこれだけ案があり議論があ

った事をつけておいてほしい。 

本当の課題はこれからだと思うので、増築して終わりではな

く、前向きな議論と対応をお願いしたい。 

 

⑮現地のいずれかの案を推したいが、どの案もわずかな危険性

を残す一方、一旦分散し再度集合するという負担も発生する。 

総合的に考えると分散、統合でやむなし。 

 

⑯文部科学省「小学校施設整備指針」を厳密に精査することか

ら出発することを再度確認すべきである。 

 

⑰今後の市政のためにも、これまでの市の進め方について検証

を要望。 

 

⑱子どもたちの為に尐しでも早く前に進んでいって欲しい。 

 

⑲「岡谷小のあり方検討委員会」が発足して１年、各分科会に

わかれて、様々な事を議論してきました。岡谷小学校を残した

いと思う保護者、地域の皆様の強い思い、費やした時間は大切

にしていただき、今回の「提言書」提出としていただきたい。 

現在通学している子供達の心のケアもしっかりサポートし
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 岡谷小へ現在通学している子供達の心のケアもしっかりサポートしてい

ける、ハード面もソフト面でも準備をしっかりしていってほしいと思いま

す。存続できない場合の岡谷小学校の跡地利用、校旗等の大切な品々につ

いても検討していってほしいです。岡谷小で育った子供達が中学、高校と

進み、他へ進学し、また岡谷の地を振り返った時、自分の育った母校の姿

を是非思い出し、なつかしむ「場所」を形として残してほしいと思います。

その思い出を大切にしていける岡谷小の何かを残していけるとよいです。

（あかしあがま、アスレチック etc） 

て、ハード面もソフト面でも準備をしっかりしてほしい。 

存続できない場合の岡谷小学校の跡地利用、校旗等の大切な

品々についても検討してほしい。岡谷小で育った子供達が中学、

高校と進み、他へ進学し、また岡谷の地を振り返った時、自分

の育った母校の姿を是非思い出し、なつかしむ「場所」を形と

して残してほしいと思う。岡谷小の何かを残していけるとよい

です。 

 

 


